
第 16回会員便り 

「中央市日本語教室」に参加して 

                            岩波玲子（峡中地区） 

 

皆様今日は。今回、中央市の日本語教室についてお話させて頂きます。 

中央市の国際交流協会で日本語教室を始めてから（平成 19年）、８年目に入りました。 

「山梨日本語ボランティアの会」の望月先生や長阪先生のご協力により、ここまで何とか

続けて来られました。本当に一から手を取ってご指導頂きました。日本語の指導について

は右も左も解らない状態でしたので苦労しました。 話す事も書く事も人並みに出来ない

状態でしたので、先ずそこから始めなくては成りませんでした。戸惑う事ばかりでした。 

教室では色々なことがありました。漢字の勉強を８課（漢字３００）まで終った方に、

「お料理教室を探して欲しい」と依頼されました。また健康診査の申込用紙を持って来て

記入方法を教えて欲しいとか、アパートの継続更新の書類の書き方を教えて欲しいとか、

色々と関わる事は多いです。 車を買う為に、ローンを組むための書類の書き方を教えて

欲しいとか、病院にも車に乗せて連れて行ってあげたり、何かと細かい事にも関わって、

日本語の指導だけでなく、力になって上げて居るんだな、と言う事を実感しました。 

2010年 11月、山梨県立大学の「コンソーシアム山梨」で、今までの日本語教室の取り

組みを発表させて戴きました。 以下に報告の一部を掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 9月 21日は 14期の終了式でした。一人一人に修了証書が手渡されました。

「継続する事が大切」だと言う事を皆さんにお話しました。朝８時まで仕事をして、アパ

ートに帰りシャワーを浴びてから出て来る方もいらっしゃるので、頭が下がります。 

平成 26年９月 2１日 第 14期終了式  (終了証書を各々に中央市国際交流協会会長より手渡す) 



26年 10月 19日から 15期がスタートします。母国に帰られた方が多く、学習者も年々

減っております。市の広報に掲載しても、それが読める日本語の能力がある方は勉強には

来ません。 オギノリバーシティやアピタに、ポルトガル語と英語と中国語などの募集の

チラシを置いて頂き、募集の方法を変えてみました。イオンモールで前記のチラシ配りを

3時間ほどしました。 また外国人の良く利用するお店に行き（トライアルなど）、同様に

チラシ配りをしました。 やはり募集の運動をすればそれなりの効果はあるのだ、と実感

致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供も一緒にお勉強 初級クラス 
 

 

 

 

 終了式後各々持ち寄りポットラックパーティ 
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